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まとめ 理事長挨拶 

 日頃より、補助犬法周知など、日本介助犬アカデミーの活動にご尽力賜り、誠にありがと

うございます。お陰さまで、補助犬法成立から 10 周年を迎えた 24 年度は、スカイツリー

のオープニングセレモニーへの補助犬ユーザーの出席、補助犬議連のシンポジウム開催、総

理官邸表敬訪問、補助犬法 10 周年記念 補助犬学会学術集会開催など、大変有意義な活動が

出来ました。これもひとえにご尽力いただきました皆様のお陰と、心より感謝申し上げます。 

 しかしながら、東日本大震災の影響により社会環境は大きく変わり、アカデミー事務所も

移転を余儀なくされる等の大きな変化もございました。様々な面で大きな転換期を迎えたと

感じており、改めて当会に与えられた役割に邁進する所存でございます。 
 

事業： 

【 特定非営利活動にかかる事業 】 

１．国内および海外の介助犬・身体障害者補助犬に関する調査研究および情報提供事業 

（１）身体障害者補助犬（法）啓発イベント実施事業 

 目的：補助犬のデモンストレーションを一度に見る事により、補助犬・補助犬法に対する 

    理解促進を目指す。また、実際の補助犬使用者の話を聞く事で、更なる障がい者理 

    解を深め、障がい者の自立と社会参加に寄与する。 

  ①7/27～28 YOTEC（横浜福祉機器展）特設ステージ：パシフィコ横浜 

  ②9/30 「補助犬法啓発イベント」／厚生労働省主催・当会監修：ららぽーと甲子園 

  ③12/1 「補助犬法啓発イベント」in 障害者週間／〃主催・〃監修：ららぽーと横浜 

  ④3/5 京王プラザホテル ボランティアプラザ 

 

（２）身体障害者補助犬育成補助事業実施実態調査   

平成 22 年度調査から冊子ではなくデータにてメール添付配布 

送信先：都道府県、政令指定都市、中核市の障害福祉課、関係諸団体、関係者 等 

   

（３）身体障害者補助犬議連の事務局支援 

①身体障害者補助犬法 10 周年記念シンポジウム開催 平成 24 年 5 月 22 日 

 ・3 月 13 日 補助犬議連視察 日本介助犬協会シンシアの丘・中部盲導犬協会 等 

 ・4 月 23 日 訓練事業者並びに使用者ヒアリング 

②スカイツリーオープニング式典への補助犬ユーザー出席コーディネート 

③総理大臣表敬訪問コーディネート               

 



特定非営利活動法人 日本介助犬アカデミー 

（４）日本身体障害者補助犬学会 事務局支援 

（５）日本身体障害者補助犬学会 2012 年第５回学術大会（10 月 27-28 日宝塚）事務局支援 

（６）社会福祉法人日本介助犬協会に対する 繁殖犬調査研究事業委託（最終年度） 

 

２．障がい者および一般の方からの介助犬や身体障害者補助犬に関する相談及び支援事業 

（１）一般問い合わせ               

（２）「介助犬・補助犬 110 番」・・・2件 

（３）各メディアからの取材依頼等対応 

（４）指定法人・リハビリテーションセンターにおける相談支援事業－相談員派遣 

（５）新規指定法人申請支援   

（６）兵庫県身体障害者補助犬貸付審査委員会への委員派遣 

（７）補助犬訓練事業者からの相談・研修依頼等対応 

（８）スカイツリー施設のユニバーサルデザインに関するアドバイザリー業務   

 

３．介助犬および身体障害者補助犬に関する啓発事業 

（１）24 時間テレビチャリティー基金助成事業  DVD・リーフレット作成計画 

（２）講演会実施、講師派遣、学会等でのブース展示、イベント等 

  



特定非営利活動法人 日本介助犬アカデミー 

平成２５年度事業計画書 

Ⅰ．基本方針 

 昨年、補助犬法 10 周年を迎えると同時に、東日本大震災による様々な変化もあり、当会

の今後が問われる大きな節目を迎えることとなりました。 

 そのような窮地だからこそ、今後の当会の活動を今後どのように見据えて展開をしていく

必要があるのか、今一度、役職員一丸となって十分に検討し、補助犬法の更なる周知と補助

犬を通した障がい者福祉の発展に寄与出来るよう、邁進したいと考えております。 

 みなさまには今後とも、ご指導ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

Ⅱ．取組事項 

【 特定非営利活動にかかる事業 】 

１．国内はじめ海外の介助犬・身体障害者補助犬に関する調査研究および情報提供事業 

（１）身体障害者補助犬（法）啓発イベント実施事業 

ア．横浜福祉機器展（ヨコハマヒューマン＆テクノランド）7 月 

イ．厚労省主催イベント監修  9～10 月＝関西、12 月障害者週間＝横浜 

ウ．京王プラザホテル ボランティアプラザ 3 月 

（２）身体障害者補助犬育成補助事業における自治体実態調査 

 ・平成２４年度実態調査および分析、報告書作成事業 

（３）日本身体障害者補助犬学会の事務局事業 

・学術大会の開催・準備事業、学会運営事業、学会誌作成 

（４）身体障害者補助犬議連の事務局支援事業 

    ・幹事会・総会の開催、連絡、調整 

（５）厚労省との連絡、調整 

（６）その他   

 

２．障がい者等からの介助犬・身体障害者補助犬に関する相談および支援事業 

（１）一般問い合わせ 

（２）介助犬・補助犬１１０番による相談・苦情・情報提供窓口 

（３）各メディアからの取材依頼対応 

（４）補助犬育成事業者からの相談・研修依頼対応 

（５）指定法人・リハビリテーションセンターからの相談支援事業 

（６）新規指定法人申請支援 

（７）兵庫県身体障害者補助犬貸付審査委員会への委員派遣 

（８）スカイツリー施設のユニバーサルデザインに関するアドバイザリー業務 

 

３．介助犬および身体障害者補助犬に関する啓発事業 

（１）講演会の実施、講師派遣事業 

（２）リハビリテーション医学会等でのブース展示、啓発事業   


